
　
双
葉
町
の
浅
野
撚
糸
（
ね

ん
し
）
株
式
会
社
双
葉
事
業

所
「
フ
タ
バ
ス
ー
パ
ー
ゼ
ロ

ミ
ル
」
は
、
特
許
技
術
の
特

殊
な
糸
「
ス
ー
パ
ー
ゼ
ロ
」

を
製
造
し
て
い
る
。
ス
ー
パ

ー
ゼ
ロ
は
糸
の
中
に
空
気
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し

た
世
界
初
の
糸
で
、
愛
媛
県

の
今
治
で
タ
オ
ル
な
ど
に
加

工
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
事
業
所
内
で
は

高
品
質
タ
オ
ル
の
販
売
や
カ

フ
ェ
も
営
ま
れ
て
い
る
。
社

名
の
撚
糸
は
「
糸
を
撚（
よ
）

る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

　
岐
阜
県
に
本
社
が
あ
る
浅

野
撚
糸
の
双
葉
町
へ
の
進
出

の
き
っ
か
け
は
経
済
産
業
省

か
ら
の
声
掛
け
だ
っ
た
と
い

う
。
当
時
、
国
は
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
復
興
を
後
押

し
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
の
工
場
誘
致
を
行
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
中
、
糸
の
製
造

を
営
む
浅
野
撚
糸
に
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
。

　
視
察
に
訪
れ
た
浅
野
撚
糸

の
浅
野
雅
己
社
長
が
、
こ
の

地
に
進
出
を
決
め
た
の
は
、

町
長
の
言
葉
だ
っ
た
と
い

う
。
「
双
葉
町
の
復
興
が
一

番
遅
れ
て
い
る
。
ビ
リ
な
ん

だ
」
と
正
直
に
話
さ
れ
た
そ

う
だ
。
繊
維
業
界
は
海
外
工

場
移
転
が
進
み
国
内
で
の
仕

事
は
減
る
一
方
だ
っ
た
。
こ

う
し
た
業
界
と
町
の
状
況

が
、
浅
野
社
長
の
心
情
と
重

な
り
「
繊
維
業
界
の
復
興
と

双
葉
町
の
復
興
を
同
時
に
進

め
た
い
」と
思
っ
た
そ
う
だ
。

　
し
か
し
双
葉
町
進
出
を
決

め
た
当
時
、
町
に
は
ほ
と
ん

ど
人
が
戻
っ
て
き
て
お
ら
ず

「
こ
ん
な
人
の
い
な
い
場
所

で
商
売
が
で
き
る
の
か
。
働

き
手
は
集
ま
る
だ
ろ
う
か
」

と
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い

た
と
い
う
。

　
双
葉
事
業
所
は
、
２
０
２

３
年
４
月
22
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
現
在
は
、
国
内
の
ほ

か
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
韓
国

の
企
業
と
製
品
に
関
す
る
契

約
が
決
ま
っ
て
お
り
、
事
業

は
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
双
葉
町
の
交
流
人

口
を
増
や
し
、
訪
れ
る
人
た

ち
に
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
町
の

活
性
化
に
貢
献
し
た
い
、
と

い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　
浅
野
撚
糸
の
ス
ー
パ
ー
ゼ

ロ
は
高
温
の
水
に
溶
け
る
水

溶
性
糸
と
綿
糸
を
撚
り
、
水

溶
性
糸
を
溶
か
す
こ
と
で
、

空
気
を
た
っ
ぷ
り
含
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
出
る
。
水
溶
性
糸
は
切
れ

や
す
い
な
ど
扱
い
が
難
し

く
、
浅
野
撚
糸
以
外
の
会
社

で
は
作
る
こ
と
が
難
し
い
。

ス
ー
パ
ー
ゼ
ロ
で
で
き
た
タ

オ
ル
は
、速
乾
性
、
柔
軟
性
、

防
シ
ワ
な
ど
の
特
長
が
あ

る
。
そ
の
中
で
も
特
に
素
晴

ら
し
い
の
は
、
吸
水
力
だ
。

写
真
の
通
り
、
普
通
の
タ
オ

ル
よ
り
も
１
・
６
倍
も
吸
水

す
る
。

　
ス
ー
パ
ー
ゼ
ロ
を
使
っ
た

商
品
は
ほ
か
に
も
あ
り
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
、
バ
ス
ロ
ー
ブ
、
パ

ジ
ャ
マ
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

双
葉
町
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
、

「
ダ
キ
シ
メ
テ
フ
タ
バ
」
が

三
色
あ
り
、
ピ
ン
ク
は
桜
、

青
は
海
、
緑
は
双
葉
高
校
が

甲
子
園
に
出
場
し
た
時
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
色
を
表
し
て

い
る
。
タ
オ
ル
の
種
類
は
、

ハ
ン
カ
チ
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル

マ
フ
ラ
ー
が
あ
る
。

　
商
品
は
、
事
業
所
内
の
直

営
店
の
ほ
か
、
百
貨
店
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
通
販
番
組

で
販
売
し
て
い
る
。

　
双
葉
事
業
所
に
は
、
工
場

の
ほ
か
、
カ
フ
ェ
や
直
営
店

な
ど
の
施
設
が
あ
る
。

　
カ
フ
ェ
は
地
域
住
民
が
集

ま
る
憩
い
の
場
と
し
て
の
役

割
が
あ
る
。
カ
フ
ェ
で
は
、

シ
ラ
ス
を
使
っ
た
パ
ス
タ
や

期
間
限
定
の
福
島
県
産
の
桃

を
使
っ
た
ド
リ
ン
ク
や
デ
ザ

ー
ト
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
直
営
店
の
エ
ア
ー
か
お
る

双
葉
丸
で
は
、
魔
法
の
糸
ス

ー
パ
ー
ゼ
ロ
で
作
っ
た
「
エ

ア
ー
か
お
る
」
な
ど
の
タ
オ

ル
や
洋
服
が
販
売
さ
れ
て
い

る
。
「
エ
ア
ー
か
お
る
」
と

い
う
名
前
は
、
「
Ａ
Ｉ
Ｒ
は

空
気
、
Ｋ
は
ク
ラ
レ
の
溶
け

る
糸
、
Ａ
は
浅
野
撚
糸
の
技

術
、
Ｏ
は
お
ぼ
ろ
タ
オ
ル
の

感
性
、
Ｌ
は
と
も
に
生
き
る

（
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
）
」
を
意
味
し

て
い
る
。

　
工
場
に
は
、撚
糸
機
20
台
、

合
糸
機
６
台
、
水
溶
性
の
糸

を
溶
か
す
ス
チ
ー
ム
セ
ッ
タ

ー
１
台
が
あ
る
。
工
場
は
唯

一
無
二
の
撚
糸
技
術
と
メ
イ

ド
イ
ン
双
葉
を
世
界
に
発
信

す
る
浅
野
撚
糸
生
産
部
門
の

拠
点
で
あ
る
。

　
事
業
所
内
は
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
、
浅
野
撚
糸
の
歴

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

施
設
は
開
放
感
が
あ
ふ
れ
る

ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
て
い

る
。

浅野撚糸双葉事業所内の工場にある撚糸機

タオルの吸水性を比較する実験。右のタオルは水分をすべて
吸収しているが、左の普通のタオルは下にしみ出している

双葉事業所の外観がわかる模型

双
葉
事
業
所
の
中
に
あ

る
カ
フ
ェ
と
ラ
ウ
ン
ジ

直
営
店
の
エ
ア
ー

か
お
る
双
葉
丸

佐藤　直輝　（光南高２年）　　　　　

鈴木　涼太　（富田中２年）　　　　　

四家　歩陽　（ふたば未来学園中１年）

作山　結音　（ふたば未来学園中１年）

曲山　輝　　（富田中１年）　　　　　

鈴木孝志朗　（安積一小５年）


